　　　今月の樹「ネムノキ」
「象潟や雨に西施がねぶの花」（奥の細道）

この句は芭蕉が旅の途上、雨の中難渋しながらも夕刻に,過っての景勝の地であった象潟（現秋田県の南部）に到着した折に詠んだ句とされる。

句意を解くまでもないと思うが「象潟の濡れて咲いている合歓の花は（かの美女の誉れ高い）西施が眼を閉じて眠っているかのような趣がある。」（三省堂：新明解シリーズ「奥の細道」による）（ねぶ：合歓と眠るとの掛詞）雨に濡れた合歓の花は、睫毛を閉じた美女の憂愁のさまを思わせるに十分なものがある。
　ネムノキの名は、夜、葉を閉じ合わせ（睡眠運動）寝ているように見えることに由来する。別名は夜合樹。また、古語は「ねぶ」で万葉集にも登場する。

　ネムノキはマメ科の落葉広葉樹の高木で、樹高１０ｍ、直径３０ｃｍほどに達する。樹皮は灰褐色で皮目が多い。枝は太く無毛、疎生し樹冠は横に広がる。川岸や原野、やや乾いた尾根筋や痩せた土地にも良く見られる。陽樹であり、森林の伐採跡地や崩壊地、造成地等の明るい場所にいち早く侵入する所謂パイオニアプラントの一種となっている。マメ科の特徴である根瘤菌との共生により、空気中の窒素を固定する能力を備えていることが痩せ地や荒地に生育できる理由。なお、わが国ではマメ科以外で根瘤菌との共生が知られる樹種としては、ハンノキ、ヤシャブシ、ヤマモモ、グミ、モクマオウ等がある。
　葉は互生し、長さ２０～３０ｃｍの２回偶数羽状複葉で７～１２対の羽片がほぼ対生する。葉の付根や羽片、小葉の付根に葉枕という膨れた部分を有し、この部分で葉の開閉をコントロールすると言われる。暑い日中や夜間に葉が垂れ下がり、また小葉を閉じて睡眠運動をすることが知られている。
　花は本州では梅雨時にあたる６月～７月頃、小枝の先に花柄を伸ばし、淡紅色の花を傘状に
つける。５枚の花弁は小さくて目立たず、長さ
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４ｃｍほどの糸のような雄しべが沢山あり、これが目立つ。紅色と白に染め分けられた絹糸を先端でパッと散らしたような優しい姿となり美しい。夕暮頃に葉が表面を合わせて閉じ眠りにつくのと交代に開花し、夜明けとともにしぼむ。
　果実は豆果で長さ１０～１５ｃｍ、幅１．５～２ｃｍ、１０～１２月に褐色に熟し、下側の線に沿って開裂し、種子を１０～１８個だす。葉が散っても裸の樹上に遅くまで残る。
ネムノキは前述のように痩せ地・乾燥に耐えて生育するので、造成斜面や乾燥した砂地の保安林等に有用な樹種として植栽される他、香剤や生薬としても利用されていた。

昔は仏壇にお香を焚き、お膳をお供えする家が多かったが、農山村のほとんどの家ではお香は自家製で、香剤としてはカツラと共にネムノキの葉が全国的に使われていた。秋田では、盆近くににネムノキの葉を採取し、干して臼で挽き、抹香を作ったとのことで、抹香木の別名がある。
　また、ネムノキの葉にはクエルシトリン、若葉にはビタミンCなどが含まれ、ゆでて食用にしたり、牛馬の飼料に利用された。夏期に集めた樹皮を天日乾燥したものを、生薬では合歓皮といい、利尿、強壮、鎮痛、駆虫の薬効があるとされる。また、木部を黒焼きにし、小麦粉で練ったものが打身や打撲の治療に使われた。

